
○８月臨時会・９月定例会結果等
○決算特別委員会
○一般質問
○箱根町総合防災訓練
○姉妹都市　洞爺湖町議会議員　来町
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主　な　内　容

箱根町総合防災訓練
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議会 だより 　はこね第210号 令和 4年１１月

１．令和4年度箱根町一般会計補正予算（第４号）
補正額　3億4,008万9,000円追加

　　　　　　　①防災行政無線設置手数料追加…35万7,000円
　　　　  　 　②防災行政無線設置工事費補助金追加…12万8,000円
　　　　  　 　③財政調整基金積立金追加…3億2,816万円
　　　　  　 　④地域住民移動支援促進事業…250万円
　　　　  　 　⑤子宮頸がんワクチン接種事業…124万4,000円
　　　　  　 　⑥修繕料追加（宮ノ下浄化槽管理費）…70万円
　　　　  　 　⑦浚渫等手数料追加（道路維持費）…500万円
　　　　  　 　⑧浚渫等手数料追加（河川総務費）…200万円

２．令和4年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号)
補正額　1,146万円追加
　　　　  　 後期高齢者医療広域連合納付金（負担金補助及び交付金）…1,146万円

３．令和4年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第２号）
補正額　1,037万6,000円追加

　　　　　　　①国庫負担金等過年度還付金…743万4,000円
　　　　  　 　②社会保険診療報酬支払基金交付金過年度還付金…272万円
　　　　  　 　③県負担金過年度還付金…22万2,000円

４．令和4年度箱根町一般会計補正予算（第５号）
　補正額　3,960万円追加
　　　　  　 　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業追加…３,960万円

条 例 改 正
1 件

人 事 案 件
2 件

令和 3 年度各会計決算
12 件

補 正 予 算
4 件

補 正 予 算
1 件

決 議
1 件

9 月
定例会

可決（5件）

同意（2件）

認定（12件）

報告（1件）

選挙（1件）

可決（1件）
議会議事案件

８月29日から
10月３日まで

条 例 改 正

８ 月 臨 時 会

９ 月 定 例 会

補 正 予 算

主な内容

主な内容

主な内容

主な内容

○箱根町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、現行条例の一部を改正

8 月
臨時会

8月4日

１．令和４年度箱根町一般会計補正予算（第３号）
補正額　1億2,338万8,000円追加

　　　　　　　①箱エールクーポン券事業…1億1,953万7,000円
　　　 　 　　 ②介護保険事業所燃料価格高騰対策支援事業…125万9,000円
　　　　  　 　③医療機関燃料価格高騰対策支援事業…1万6,000円
　　　　   　　④公共交通事業者燃料価格高騰対策支援事業…257万6,000円

補 正 予 算

主な内容

会 期

会 期
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議会 だより 　はこね 第210号令和 4年１１月

決 議
〇箱根町議会議員の適正定数に係る調査に関する決議について

※箱根町議会議員の適正定数に係る調査については、箱根町議会議員適正定数調査特別委員会を設置し、継
続審査となった。

〇選挙管理委員及び同補充員の選挙について
　⇨各地域の代表からなる選考委員会において選考し、議長の指名選挙により次の通り決定された。
　　選挙管理委員：安藤　英夫　さん（大平台在住）（再任）、清野　正子　さん（宮城野在住）（再任）　　　
　　　　　　　　　土屋　孝子　さん（仙石原在住）（再任）、甲斐　貞生　さん（湯本在住）（新任）
　　選挙管理委員補充員：岡野　恵美　さん（箱根在住）（再任）、湯川　耕一　さん（強羅在住）（再任）
　　　　　　　　　　　　石井　修　さん（宮ノ下在住）（再任）、髙辻　秀樹　さん（仙石原在住）（新任）
　　※補充員は選挙管理委員に事故があった時に繰り上がる方。

決算認定（付託案件）

選 挙

議会議事案件

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

　　　　　　　　　　　　　　　　※P４－５に決算審査関連記事を掲載。
○令和３年度箱根町一般会計及び９特別会計歳入歳出決算並びに水道事業会計・公共下水道事業会計の剰余金 

処分及び決算の認定について決算特別委員会に付託されていたもので、委員長報告のとおり認定された。

報 告

人 事 案 件

○財政の健全化判断比率等について
　比率等の算定が法令等の趣旨に沿って適切に行われているかどうか、決算書及び統計数値等に基づき適正に
表示されているか等、各種帳票を確認するとともに関係職員からの説明を求めた結果、審査に付された健全化
判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。

○教育委員会委員の任命について　　　　　　　橋口　裕子　さん（湯河原町在住）（再任）
○人権擁護委員候補者の推薦について　　　　　勝俣　　仁　さん（二ノ平在住）（再任）

※　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に参加しません。

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

43 令和３年度箱根町一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

45 令和３年度箱根町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について 認定 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

46 令和３年度箱根町介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
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議会 だより 　はこね第210号 令和 4年１１月

決算認定までの流れ
決算とは予算執行の結果、どの
ような成果があったかを示す成
果報告で、会計年度が終わって
から、時間をかけて慎重に審査
を行います。

・会計管理者が町長に決算
を提出

・監査委員が決算審査し、
町長に意見書を提出

※監査は秋山代表監査委員
と、沖津監査委員が厳正に
行いました。

町長が監査委員の意見書を
添えて議会に上程

定例会で討論を行い
各会計ごとに採決

決算特別委員会での審査
（質疑）

開催日　9月13、14、21日
審議時間　午前10時～午後5時

全員賛成または賛成
多数で認定
※賛否が分かれた議案

は、 Ｐ３の議員別議案
賛否を ご覧ください。

令和４年３月31日
会計年度終了

令和４年５月31日
出納整理期間終了

令和４年
９月定例会

決算特別委員会の様子

決算特別委員会は、正副議長、監査委員を除く議員１0名で構成され、
８月下旬から９月中旬にかけ４日間にわたり会議を開き、町当局と令和
３年度一般会計、９特別会計及び２事業会計、計12会計の歳入歳出決算
について審議しました。決算審議は、町の予算が正しく執行され、事業総
数228事業が町民の社会生活・教育福祉の向上に寄与し、観光を中心とし
た経済等の発展に効果が見られたかを厳しく追及するものです。
一般会計及び９特別会計を合わせた歳入総額は151億6,626万2,951
円、歳出総額は144億9,680万3,656円で黒字決算となったものです。令
和３年度は、ワクチン接種事業や各感染症対策事業、コロナ禍における生
活支援として買い物ができる「箱エールクーポン券」発行、箱根経済の活
性化を促す「箱いこクーポン券・箱ぴたサンクスクーポン券」発行など、今
までにない特殊な事業が展開された年でもあります。予算化された全て
の事業は何れも的確に執行され、効果が認められたことにより、一般会計、
９特別会計及び２事業会計は全員賛成、若しくは賛成多数によって全て
認定されました。
決算特別委員会の大事な目的は、こうしたやり取りをする事によって、
令和５年度の予算編成に、町民の考えを議会が代弁し反映させることを
主眼として開かれる大事な委員会でもあります。次年度予算審議となる
次回３月定例議会では、この審議内容が反映されているのか、私たち議会
は町当局と改めて厳しい論戦をしてまいります。

決算特別委員会　委員長　折橋尚道

審査のチェックポイント
歳 出 編歳 入 編

決定した予算が適正に執行されたか審査し、その行政効果や経済効果を　　評価したり、今後の行財政運営の改善に役立てる大切な意義があります。

町税等の収入の状況確認
補助金の確保の動向
町債等の動向
その他の収入動向

支出の適法適正の動向
不要額の妥当性
予算流用の適正状況
予備費の充当の適正度
補助金の効果
その他留意事項について
主な施策の成果の活用
財産に関する調書明細書の活用
基金の運用状況の審査
財産運用の適否の判断
仕事の出来高と出来具合の審査

決 算 特 別 委 員 会

令和 3 年度予算は
こちら
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議会 だより 　はこね 第210号令和 4年１１月

反　対反　対

決算特別委員会
の様子

ここに注目!!　具体的な審査内容

討　論 決算認定に対しての、賛成・反対討論

歳 出 編歳 入 編

決定した予算が適正に執行されたか審査し、その行政効果や経済効果を　　評価したり、今後の行財政運営の改善に役立てる大切な意義があります。

　●（個人）町民税
　　・不納欠損額について
　●固定資産税
　　・固定資産税全般について
　●入湯税
　　・コロナ禍前との比較について
　●観光使用料
　　・森のふれあい館、ジオミュージアム、箱根
　　　湿生花園の対前年度比増収の要因と今後の
　　　見込みについて
　●土木使用料
　　・町営住宅使用料、駐車場使用料、行政財産
　　　使用料の内訳について
　●衛生使用料
　　・宮ノ下浄化槽使用料滞納繰越分の内訳と
　　　今後の対応について

　●箱根 DMO 支援事業
　　・補助金額の根拠について
　●ハイキングコース等整備事業
　●（仮称）小涌谷防災広場整備事業について
　●さくら館の温水プール利用者の実績について
　●木造住宅耐震化補助事業
　　・特化地域（宮城野）での実施成果について
　●消防情報機器整備事業および消防車両整備事
　　業について
　●仙石原湯沢川整備事業および湖尻川整備事業
　　について
　●小学校校舎等整備事業について
　●育英奨学金特別会計
　　・債権回収業務委託増額の理由と内容について
　●公共下水道事業会計
　　・酒匂川流域下水道について

令和 3 年度
決算を審査!! 決 算 特 別 委 員 会

令和 3 年度決算
概要はこちら

至 誠 会

日本共産党

村野由紀子
議員

緑風クラブ

　令和３年度は引き続きコロナ禍の影響により、町税収入は減少となったものの、個人消費の改善や
景気の持ち直しの動きもあり、全体の歳入から歳出を引くと黒字を確保することができた。経常収支
比率は９９．６％であり、未だ厳しい財政状況の中で、今後の行財政の運営にあたっては、公共施設
の統廃合を積極的に行い、選択と集中、最小の経費で最大の効果上げるとした理念を職員一人一人が
深く認識し、質の高い行政サービスの充実と更なる町民福祉の向上を期待し、賛成討論とする。

　勝俣町政の初めての予算編成であったが、新型コロナの影響により事業の執行に大きな影響が及ん
だ。しかし、箱エールクーポン券や中小企業感染症対策、ワクチン接種事業等職員一丸で取り組み、
また、小中学校給食費無償化、バス回数券補助事業などの執行は評価できるが、固定資産税における
超過課税と国際観光ホテル整備法による不均一課税、情報漏洩の恐れがあるコンビニ証明書発行事業、
ごみ処理広域化事業については認められない。

　主な政策は、高齢者の買い物支援サービスの試行実施やバス回数券助成、小中学校児童生徒給食費
無償化、ハザードマップ改定等。コロナ禍に対応するため基金を取り崩し住民生活の安定を図った。
行財政アクションプランの人件費、時間外勤務を毎年１％ずつ削減する目標を達成する努力、職場カ
ルテの実施、テレワークを有効活用し、ウイズコロナの視点で着実に行財政改革への積み残しを極力
減らせるよう町一丸となって取り組まれることを期待する。

　長引く景気低迷の中、職員が知恵を絞り業務に取り組んでいることが黒字決算の元であるとみる。
収入の根幹である税収入が未だ回復はしていないが、事業の合理化や先送りでの対処、取り組みは評
価する。
　そのような中、入湯税が最盛期より3億円も少なく、伸び悩んでいるが町内経済を潤わすため官民
合同で集客に努められたい。
　不納欠損（徴収の見通しが立たなく未収金から除くこと）の発生をなくすために早めの対処を行い、
税負担の公平性とともに町民の納税意識向上に努めていただきたい。

賛　成賛　成

賛　成賛　成

賛　成賛　成
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議会 だより 　はこね第210号 令和 4年１１月

9 月定例会では、町政全般へ 8 人の議員が、17 項目にわたる一般質問を行いまし
た。質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員が作成
しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、抜粋し
たものとなっておりますので、ご了承ください。

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

一

般

質

問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質問者 質問内容 ページ

勝俣　陽二 ・箱根町における地方交付税交付金について
・箱根町における地域公共交通について 6

折橋　尚道 ・中学校課外活動の現状と今後
7

佐藤　章子 ・ごみ処理広域化について

遠藤　秀則 ・町道路線の拡幅について
・人口減少に対する今後の対応について

8
勝俣　泰彦 ・廃棄物処理に係る指導等について

・消防署仙石原分署及び消防団第 9分団詰所の建て替え計画について

村野由紀子 ・健康づくりの推進について
・生活環境の整備について

9
山田　和江

・新型コロナウイルス感染症対策について
・自治体デジタル化について
・湿生花園の植生管理について
・地域手当について

鈴木　美貴
・全国学力・学習状況調査について
・少子化対策について
・豪雨災害に対する備えについて

10

勝
俣　

陽
二 

議
員

町が地方交付税交付金を交付されるために、何か方策はないのか
町 … 繰り返し国や県に対して、要望や意見書を提出していく

　

箱
根
町
は
現
在
も
な

お
、
地
方
交
付
税
交
付
金

の
不
交
付
団
体
で
あ
る
が
、
今

後
、
箱
根
町
が
地
方
交
付
税
交

付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
何

か
方
策
は
な
い
の
か
。

　

町
長　

町
と
し
て
は
、

国
や
県
に
繰
り
返
し
要
望

や
意
見
書
を
提
出
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
実
感
し
て

い
る
。
意
見
書
の
提
出
に
あ
た
っ

て
は
、
意
見
の
裏
付
け
と
な
る
信

頼
度
の
高
い
統
計
数
値
が
必
要

と
な
る
な
ど
新
た
な
数
値
が
な

い
と
要
望
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
を
行
い
、
国
や
県

に
対
し
て
、
粘
り
強
く
様
々
な
機

会
を
通
し
て
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。　

多
く
の
町
民
の
方
々
か

ら
「
箱
根
の
バ
ス
代
は
高

す
ぎ
る
」
と
の
声
を
聞
く
中
、

10
月
か
ら
は
、
さ
ら
に
バ
ス
料

金
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
町
民
が
生
活
の
移
動
手
段

と
し
て
、
バ
ス
を
利
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
観

光
客
が
観
光
を
目
的
と
す
る
手

段
と
し
て
バ
ス
を
利
用
す
る
の

と
、
バ
ス
の
料
金
を
分
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
町

の
見
解
は
。

　

企
画
課
長　

路
線
バ
ス

に
つ
い
て
は
民
間
の
バ

ス
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
あ
っ
て
行
政
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
こ
と
か
ら

も
、
料
金
を
分
け
る
こ
と
は
特

段
考
え
て
は
い
な
い
。
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ご
み
処
理
広
域
化
の
経

緯
と
今
後
の
予
定
は
。

　

町
長　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
排
出
削
減
や
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
た

め
、国
は
「
ご
み
処
理
の
広
域
化
」

方
針
を
示
し
、
県
は
「
神
奈
川
ご

み
処
理
広
域
化
計
画
」を
策
定
し
、

そ
れ
に
伴
い
町
は
「
小
田
原
・
足

柄
下
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
属
し
、
ご
み

焼
却
施
設
等
の
広
域
処
理
体
制
の

集
約
化
に
向
け
協
議
を
進
め
て
き

た
。
町
の
焼
却
施
設
は
廃
止
し
、

令
和
７
年
９
月
ま
で
に
中
継
施
設

を
整
備
し
、
可
燃
ご
み
は
「
湯
河

原
美
化
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
」
に

運
搬
し
、
ご
み
焼
却
共
同
処
理
開

始
は
令
和
７
年
10
月
を
予
定
し
て

い
る
。　

「
湯
河
原
美
化
セ
ン
タ
ー
」

焼
却
処
理
場
利
用
に
伴
う

問
題
点
は
。

　

町
長　

ご
み
共
同
焼
却

処
理
を
す
る
た
め
、
現
在

70
ｔ
の
ご
み
は
１
０
５
ｔ
に
増
量

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
安
定
的
焼

却
処
理
を
実
施
す
る
に
は
今
後
も

ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
運
搬
を
安

全
に
実
施
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。　

ご
み
焼
却
処
分
以
外
の

処
理
方
法
に
つ
い
て
。

　

町
長　

バ
イ
オ
ガ
ス
化

等
他
の
方
法
も
あ
る
が
、

全
て
の
可
燃
ご
み
の
処
理
が
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
安
定
的
な
処

理
を
行
う
に
は
課
題
が
多
い
手
法

で
あ
る
。

　
こ
の
共
同
処
理
は
ご
み
広
域
化

の
経
過
段
階
で
あ
り
可
燃
ご
み
の

更
な
る
資
源
化
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤　

章
子 

議
員

ごみ処理広域化について
町 … ごみ処理広域化を推進していく

折
橋　

尚
道 

議
員

活動が縮小する中学校部活動を活性化せよ
町 … 実情に応じた部活動の在り方について検討していく

　

中
学
校
生
徒
数
減
少

は
、
生
徒
の
集
団
生
活
に

制
限
を
与
え
、
学
校
生
活
や
部

活
動
等
に
お
い
て
も
影
響
が
大

き
い
。
現
状
の
中
学
校
部
活
動

の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　

教
育
長　

令
和
４
年
度

中
学
校
部
活
動
の
実
態

は
、
運
動
部
が
常
設
７
部
、
特
設

３
部
の
10
部
、
文
化
部
が
２
部
の

合
計
12
部
で
、
全
生
徒
１
４
８

名
の
約
８
割
に
あ
た
る
１
２
１

名
が
日
々
活
動
し
て
い
る
。
今

後
、
生
徒
数
減
少
が
見
込
ま
れ

る
部
活
動
は
、
学
校
の
規
定
に

よ
り
新
入
部
員
を
募
集
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
「
部
活

動
の
在
り
方
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
運
動

部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る

検
討
会
議
提
言
」
を
示
し
た
。

部
活
動
が 

自
主
的
、
自
発
的
な

参
加
に
よ
り
行
わ
れ
、
地
域
、

学
校
、
競
技
種
目
等
に
応
じ
た

形
で
最
適
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
、

部
活
動
の
地
域
移
行
や
外
部
指

導
者
導
入
を
含
め
て
、
教
育
委

員
会
・
学
校
の
考
え
方
は
。 

　

教
育
長　
「
箱
根
町
立

学
校
に
係
る
部
活
動
の
方

針
」
を
策
定
し
、
生
徒
の
発
達

段
階
や
、
技
術
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
指
導
に
よ
り
、
心
身
と
も

に
安
全
・
安
心
な
活
動
に
留
意

し
、
け
が
や
事
故
の
未
然
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、
体
罰
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
こ

と
を
定
め
た
。
ま
た
、
外
部
指

導
者
の
確
保
を
は
じ
め
、
部
活

動
を
通
じ
た
他
校
と
の
交
流
支

援
を
考
え
て
い
る
。
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勝
俣　

泰
彦 

議
員

遠
藤　

秀
則 

議
員

消防署仙石原分署・消防団第 9 分団詰所建替え計画 他

人口減少に対する今後の対応について

町 … 第 2 期公共施設再編設備計画で整備に取り組んでいきたい

町 … 大学等への進学を希望する者に、町育英奨学金条例の一部を改正、「大学等修学資金貸付金」の創設

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援

施
策
と
し
て
助
成
や
補
助

は
大
変
手
厚
く
さ
れ
て
い
る
が
、

人
口
は
増
え
ず
減
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
大
学
生
が
自
宅

か
ら
学
校
へ
通
え
る
環
境
作
り

と
、
通
学
費
も
助
成
補
助
が
で

き
な
い
か
。

　

町
長　

大
学
生
等
を
対

象
と
し
た
補
助
は
し
て
い

な
い
が
、
本
年
箱
根
町
育
英
奨

学
金
条
例
の
一
部
改
正
で
、
大

学
等
卒
業
後
、
奨
学
金
等
返
還

を
開
始
か
ら
10
年
以
内
に
通
算

５
年
間
、
町
内
在
住
し
た
場
合
、

返
還
の
減
免
制
度
を
導
入
。
減
免

割
合
は
、
在
住
者
は
返
還
額
の

20
％
、
在
住
か
つ
在
勤
者
30
％
、

導
入
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
定
住
化
、
労
働
力
確
保
等
、

波
及
効
果
が
見
込
め
る
制
度
の

導
入
を
し
た
。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進

む
中
で
大
学
等
に
進
学
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
実
態
は
。

　

教
育
次
長　

大
学
や
専

門
学
校
等
へ
進
学
す
る
生

徒
は
前
年
度
よ
り
増
加
、
大
学

等
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

率
83
．８
％
、
前
年
度
よ
り
０
．

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
過
去
最
高

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
制
度
を
見

直
し
た
場
合
、
対
象
者
へ

の
周
知
等
が
大
事
と
思
う
が
。

　

学
校
教
育
課
長　

中
学

校
で
の
進
路
説
明
会
で
、

育
英
奨
学
金
、
高
等
学
校
通
学

費
補
助
制
度
や
今
回
の
条
例
改

正
の
内
容
を
含
め
説
明
し
、
様
々

な
方
法
で
周
知
を
す
る
。
卒
業

後
、
減
免
制
度
を
利
用
し
、
箱

根
に
住
み
、
町
内
で
働
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

　

新
築
集
合
住
宅
等
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
指

導
は
。　

町
長　

新
た
に
集
合
住

宅
が
建
築
さ
れ
た
際
の
ご

み
収
集
場
所
は
、
一
般
的
に
は

集
合
住
宅
管
理
事
業
者
等
か
ら

相
談
を
受
け
対
応
し
て
お
り
、

地
域
自
治
会
と
既
存
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
で
き
る
か
調
整

し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
量
が

増
大
し
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
増
設
を
検

討
す
る
。

　

集
合
住
宅
等
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
義
務
化

は
。　

環
境
課
長　

不
適
正
な

廃
棄
物
の
排
出
は
、
全
て

の
集
合
住
宅
で
問
題
が
生
じ
て

い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
周
知

徹
底
し
て
い
く
。
問
題
解
決
に

至
ら
な
い
事
例
が
生
じ
る
場
合

は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
義
務
化
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

消
防
署
仙
石
原
分
署
・
消

防
団
第
９
分
団
詰
所
建
替

え
計
画
等
は
。

　
町
長　
仙
石
原
分
署
は

建
築
後
50
年
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
第
１
期
公
共

施
設
再
編
整
備
計
画
に
お
い
て
、

整
備
に
係
る
方
針
を
今
年
度
検

討
し
、
来
年
度
か
ら
の
第
２
期
公

共
施
設
再
編
整
備
計
画
に
お
い

て
、
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
消
防
団
第
９
分
団
詰
所

に
つ
い
て
は
、
昭
和
46
年
度
に

建
築
し
、
仙
石
原
温
泉
荘・高
原・

元
箱
根
地
区
を
管
轄
す
る
重
要

な
拠
点
施
設
で
あ
る
。
今
後
も

適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

く
が
、
建
替
え
等
に
つ
い
て
は

建
物
の
老
朽
度
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
他
の
消
防
団
詰
所
の
状

況
等
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判

断
し
、
計
画
的
に
整
備
を
図
っ

て
い
く
。
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村
野　

由
紀
子 

議
員

健康づくりの推進を！
町 … 受診勧奨、利用勧奨に努める

山
田　

和
江 

議
員

個人情報やプライバシーの権利は守られるか
町 … セキュリティの強靭化に一層力を入れていく

　

特
定
健
康
診
査
は
、
40

歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
が
対
象
の
健
康
診

査
で
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
予
防
が
目
的
の
国
が
定
め

た
法
定
健
診
。
令
和
２
年
度
の

受
診
率
は
、
32
．２
％
、
県
内
市

町
村
の
平
均
25
．７
％
か
ら
比
較

す
る
と
高
い
数
値
。
特
定
健
診

を
受
診
さ
れ
た
方
の
中
で
糖
尿

病
あ
る
い
は
、
疑
い
の
あ
る
方

は
80
人
ほ
ど
。
静
岡
県
富
士
市

で
は
、
３
年
以
内
に
糖
尿
病
を

発
症
す
る
確
率
を
表
示
す
る
シ

ス
テ
ム
「
糖
尿
病
リ
ス
ク
予
測

ツ
ー
ル
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
が
町
の
見
解
は
。

　

保
険
健
康
課
長　

糖
尿

病
は
、
網
膜
症
、
腎
症
、

神
経
障
害
の
３
大
合
併
症
に
加

え
て
心
血
管
疾
患
、
が
ん
、
認

知
症
な
ど
の
様
々
な
疾
患
リ
ス

ク
を
高
め
、
健
康
寿
命
を
延
伸

す
る
た
め
予
防
対
策
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
研
究
し
て
い
く
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
人
類

が
生
み
出
し
た
最
新
の
技

術
で
あ
り
、
自
治
体
に
お
い
て
も

こ
の
技
術
を
有
効
に
活
用
し
て

地
方
自
治
法
に
う
た
わ
れ
て
い

る
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
自
治

体
職
員
の
労
働
条
件
の
改
善
を

図
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
政
府
が
進
め
る
デ
ジ

タ
ル
化
戦
略
で
は
個
人
情
報
保

護
が
後
退
し
、
自
治
体
業
務
の

集
約
化
な
ど
地
方
自
治
の
根
幹

に
か
か
わ
る
問
題
が
浮
上
し
て

い
る
。
町
で
Ｄ
Ｘ
フ
ェ
ロ
ー
を

委
嘱
し
た
２
名
は
地
方
公
務
員

法
の
服
務
規
程
は
あ
る
か
。
所

属
企
業
の
入
札
規
制
は
。

　

町
長　

個
人
情
報
の
扱

い
が
な
い
の
で
私
人
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
所
属
企
業

が
参
加
資
格
を
満
た
せ
ば
規
制

は
特
に
設
け
る
考
え
は
な
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
中
で
個

人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
権
利
は
守
ら
れ
る
か
。 

　

健
康
診
断
や
健
康
教
室

な
ど
に
参
加
し
、
お
元
気

ポ
イ
ン
ト
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
他
の
市
町
村
で
も
行
っ
て
い

る
が
町
の
見
解
は
。

　

保
険
健
康
課
長　

近
隣

市
町
村
の
事
例
を
参
考
に

研
究
す
る
。

　

災
害
時
の
医
療
受
診
体

制
や
人
工
透
析
患
者
の
対

応
は
。　

保
険
健
康
課
長　

全
国

各
地
か
ら
医
療
従
事
者
の

応
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連

携
、
透
析
患
者
の
よ
う
に
透
析

が
で
き
な
い
と
命
に
係
わ
る
方

の
把
握
、
搬
送
な
ど
速
や
か
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

町
長　

業
務
の
利
便

性
・
効
率
性
の
追
求
だ
け

で
な
く
、 

住
民
の
大
切
な
個
人
情

報
と
い
う
財
産
を
守
る
た
め
に

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
な

が
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
靭
化

に
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

国
が
指
定
す
る
自
治
体

の
20
業
務
は
国
の
定
め
る

標
準
仕
様
に
適
合
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
町
独
自

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る

か
。 　

町
長　

法
定
事
務
の
シ

ス
テ
ム
を
各
自
治
体
が
整

備
す
る
の
は
非
効
率
と
さ
れ
国

の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
が
町

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
は
十
分
に
研

究
し
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
＝
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略

Ｄ
Ｘ
フ
ェ
ロ
ー
＝
Ｄ
Ｘ
研
究
職
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本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
４
年
６
月
９
日
及
び
９
月
８
日
に
全
委
員
が
出
席

し
、
各
委
員
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
、
委
員
会
と
し
て
の
協
議

結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
付
議
事
項
で
あ
り
ま
す
が
、

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入　
　
　
②
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

③
補
正
予
算
審
議
の
取
り
扱
い　
④
徽
章
の
取
り
扱
い

⑤
一
般
質
問
実
施
日
程　
　
　
　
⑥
決
算
審
査
の
区
分
変
更

⑦
議
員
適
正
定
数
に
関
す
る
調
査　
の
７
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
い
た
し
ま
し
た
。　

　
協
議
事
項
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、「
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
及
び
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」
に
つ
い
て
は
、
導
入
す
る
旨
委
員
全
員
の
了
解
を
得

ま
し
た
。　

　
「
議
員
適
正
定
数
に
関
す
る
調
査
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
員
協
議
会
に
お
い

て
諮
ら
れ
10
月
３
日
に
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、「
徽
章
の
取
り
扱
い
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
廃
案
と
し
、
そ
の
他

の
付
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
、
調

査
研
究
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
提
言
に
基
づ
き
、
議

員
全
員
が
不
断
の
議
会
改
革
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
い

た
し
ま
し
て
報
告
と
し
ま
す
。

議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長　
勝
俣　
泰
彦

議会改革等推進特別委員会　報告

鈴
木　

美
貴 

議
員

少子化対策として、誕生祝い金の第 1 子からの支給の考えは
町 … 国による出産一時金増額を確認し、研究していきたい

　

出
産
育
児
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
、
祝
い
金

第
一
子
か
ら
の
支
給
は
。

　

町
長　

長
く
箱
根
に
定

住
し
、
子
ど
も
を
生
み
育

て
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
経

済
的
支
援
の
み
な
ら
ず
、
子
育

て
家
庭
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
の
新
規
事
業
「
子

育
て
シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
推
進
事
業
」

の
実
施
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

誕
生
祝
い
金
に
代
わ
る

支
援
策
と
し
て
、
お
む
つ

な
ど
の
支
給
に
つ
い
て
の
考
え

は
。　

子
育
て
支
援
課
長　

家

庭
の
見
守
り
に
つ
な
が
る

配
送
方
式
で
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
事
か
ら
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
調
査
し
て
い
く
。

　

全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
は
。

　

教
育
長　

今
年
度
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
ど
の
教

科
も
数
年
前
と
比
較
し
て
、
無

答
の
割
合
が
減
り
、
粘
り
強
く

問
題
解
決
に
取
り
組
も
う
と
す

る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
教
科
に
よ
っ
て
は
正
答
率

が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

教
科
も
あ
っ
た
。

　

ス
マ
ホ
等
の
利
用
時
間
に
つ

い
て
の
調
査
で
は
、
１
日
２
時
間

以
上
と
回
答
し
た
児
童
が
小
学

校
で
76
％
、
中
学
校
で
は
64
％

と
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

各
学
校
か
ら
保
護
者
宛
て
の
文

書
の
発
出
や
、
講
師
を
招
い
て

携
帯
電
話
教
室
を
開
催
す
る
等
、

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
に
も
参

観
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
マ

チ
コ
ミ
メ
ー
ル
等
に
よ
る
啓
発

も
検
討
し
て
い
く
。

マ
チ
コ
ミ
＝
学
校
向
け
無
料
連
絡
網
サ
ー
ビ
ス
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箱
根
町
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
「
町
議
会
議
員
の
適
正
定

数
に
係
る
調
査
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
」
議
会
改
革
及
び
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
い
く
中
で
、
住
民
の
議
会
に
対
す
る
期
待
に
応
え
、
簡
素
で
効
率
的
な

議
会
運
営
を
目
的
と
し
て
、
箱
根
町
議
会
議
員
の
適
正
定
数
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
最
終
日
に
初
回
の
審
議
を
し
た

結
果
、「
箱
根
町
議
会
議
員
適
正
定
数
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
委
員
長

に
稲
葉
親
太
郎
委
員
、
副
委
員
長
に
川
口
延
明
委
員
が
選
任
さ
れ
、
今
後
全
議

員
で
調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

箱
根
町
議
会
議
員
適
正
定
数
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
稲
葉
親
太
郎

　
町
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
、
箱
根
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
３
年
ぶ
り
に
防
災

関
係
機
関
の
み
の
参
加
に
よ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
緊
急
時
に
は
日
頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

家
族
や
地
域
の
方
と
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
再
度

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

町議会議員の適正定数に係る調査に関する決議について

箱根町総合防災訓練 ( 実施場所：仙石原浄水センター）

赤十字奉仕団と陸上自衛隊による救助者捜索・
救出救助訓練

箱根町消防による救出訓練

令和４年９月６日　実施
⑴　訓練参加団体　陸上自衛隊ほか１５団体。
⑵　協力団体　箱根町自治会連絡協議会ほか５団体。

消防団による応急手当訓練箱根町消防による消火訓練

議員定数の変遷
改選年 経　緯 定　数 削減数

昭和３１年９月 合併時議員数 72 人

昭和３２年９月 合併後初の議員改選 26 2

昭和５６年９月 24 2

昭和６０年９月 22 2

平成　９年９月 20 2

平成１３年９月
箱根町議会議員の適正定
数の調査に関する特別委
員会において協議

18 2

平成１７年９月
箱根町議会議員適正定数
調査特別委員会において
協議

16 2

平成２１年９月
箱根町議会議員適正定数
調査特別委員会において
協議 

15 1

平成２５年９月
正副議長各会派代表者会
議からの提案後、議会改
革等調査特別委員会にお
いて協議

14 1
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広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委 

　 員

勝
俣
　泰
彦

川
口
　延
明

勝
俣
　陽
二

勝
俣
　剛
一

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
　秀
則

※11月22日（火）開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更と
なる場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会
ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

12月定例会開催日（予定）12月定例会開催日（予定）

日本武尊「吾妻はやの碑」、ご存じですか？日本武尊「吾妻はやの碑」、ご存じですか？

11月30日（水）、12月6日（火）、
12月9日（金）本会議

姉妹都市　洞爺湖町議会議員　来町姉妹都市　洞爺湖町議会議員　来町
　
姉
妹
都
市
の
洞
爺
湖
町
議
会
と
は
、
お
互
い
の
議
会
の
向
上
と

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
な
か
な
か
行
き
来
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
４
年
ぶ
り
に
洞
爺
湖
町
か
ら
10
名
の
議
員
と
、

２
名
の
町
職
員
の
方
々
が
箱
根
を
親
善
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
交
流
会
に
て
意
見
交
換
を
行
い
、
翌
日
に
は
芦
ノ
湖
で

箱
根
観
光
船
に
乗
船
後
、
箱
根
駅
伝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
さ
れ

る
な
ど
、
姉
妹
都
市
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
（
日
本
武
尊
）
が
東
国
の
征
討
か
ら
の
帰
途
、

亡
き
妻
を
し
の
ん
で
「
あ
づ
ま
は
や
」
と
三
度
嘆
い
た
と
い
う
伝

説
に
ち
な
ん
だ
石
碑
で
す
。
東
国
を
表
す
「
吾
妻
」
の
語
源
と
も

さ
れ
る
そ
の
場
所
を
、
碓
氷
峠
や
坂
本
（
南
足
柄
市
関
本
）
な

ど
、
伝
説
に
登
場
す
る
地
名
が
周
辺
に
残
る
宮
城
野
と
見
な
し

て
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

（
投
稿
者
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
遠
藤
秀
則
　
委
員
）

10月18日　役場本庁舎前で

宮城野碓氷峠（林道）付近


